
地域研究委員会・地球惑星科学委員会合同地理教育・ESD分科会小委員会の設置につ

いて 

 

分科会等名：学校地理教育小委員会 

 

１ 所属委員会名

（複数の場合

は、主体となる

委員会に○印を

付ける。） 

〇地域研究委員会 

地球惑星科学委員会 

 

２ 委員の構成  25 名以内の会員又は連携会員若しくは会員又は連携会員以

外の者 

３ 設 置 目 的  ESDの中核となる「持続可能な社会」の担い手の育成のた

めには、地球的課題の解決に向かう態度を形成する知識や思

考力、地理的スキルなどの資質・能力の向上を図り、世界的

な視野を獲得することが欠かせない。また ESDで求められて

いる「行動の変革」の多くは、具体的な地域におけるフィー

ルドワークや世界の諸地域の学習により、ローカルからグロ

ーバルまでの多用なスケールで事象をとらえることによっ

て具現化されるものである。地理教育の文理融合的な特質は

複数教科と連携した学習に適しており、このような学習を小

中高の一貫したカリキュラムで学習し、それに関連させて大

学における教員免許の課程認定関係の授業を再構築するこ

とは ESDの推進に大きく寄与することが期待される。 

本小委員会では、ESDの観点から地理教育の改革を図り、

その成果を関係機関や社会に広く発信することを目指す。 

４ 審 議 事 項  多様な地域スケールによるグローバルな資質・能力育成を図

る文理融合的な地理教育に係る審議に関すること 

５ 設 置 期 間  令和６年５月 31日 ～ 令和８年９月 30日 

６ 備    考   

 


